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中
村
保
名
誉
会
員
、
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
名
誉
会
員
と
な
る

１０
月
１８
日
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
グ

ス
タ
ッ
フ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
の
報
告
小
野
寺
斉

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
申
村
保
氏

は
本
会
の
名
誉
会
員
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
欧

米
の
主
な
山
岳
会
の
名
誉
会
員
で
あ
り
、

２
０
０
８
年
に
は
英
国
王
立
地
学
協
会

か
ら
バ
ス
ク
メ
ダ
ル
も
授
与
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
２
０
０
７
年
に
は
、

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
（国
際
山
岳
連
盟
）
か
ら
世
界

の
登
山
界
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で

表
彰
も
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
名
誉

会
員
と
し
て
推
薦
す
る
案
が
総
会
に
て

採
択
さ
れ
、
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

例
年
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
は
理
事
会
を

同
時
開
催
と
し
て
１０
月
に
行
な
わ
れ
る
。

本
年
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ

に
て
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
日
本
山
岳

協
会
の
神
崎
会
長
が
国
体
出
席
の
た
め
、

代
わ
り
に
代
表
と
し
て
総
会
に
出
席
し

た
。
中
村
氏
の
名
誉
会
員
へ
の
推
薦
は

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
元
会
長
で
、
Ｕ
Ｉ

Ａ
Ａ
の
元
副
会
長
で
あ
る
ビ
ル
・
パ
ト

ナ
ム
氏
と
、
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
の
元

・

現
会
長
で
あ
る
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
事

前
の
提
案
で
あ
る
。
今
回
は
総
会
議
題

の

一
つ
と
し
て
中
村
氏
が
名
誉
会
員
と

し
て
妥
当
か
ど
う
か
の
採
択
・議
決
を

行
な
っ
た
が
、
そ
の
報
告
で
あ
る
。
総

会
全
体
の
報
告
は

「登
山
月
報
５
４
８

号
」
（日
山
協
発
行
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

報
告
に
先
立
ち
、
Ｚ
フ
グ
ス
タ
ッ
フ
と

日
本
と
の
関
係
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
パ
ー
シ
バ
ル
古
―
エ
ル
は
１９
世

紀
に
ボ
ス
ト
ン
に
生
ま
れ
、
１
８
９
４

年
に
こ
こ
フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ
に
ロ
ー
エ
ル

天
文
台
を
創
設
、
火
星
人
の
存
在
を
予

言
、
冥
王
星
の
存
在
を
予
知
し
た
こ
と

で
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
天

文
台
創
設
以
前
の
１０
年
間
は
日
本
に
滞

在
、
有
名
な
所
で
は
能
登
半
島
や
北
ア

ル
プ
ス
に
ま
で
足
を
延
ば
し
て
お
り
、

能
登
半
島
旅
行
記
も
あ
る
。

さ
て
、
前
述
の
パ
ト
ナ
ム
氏
で
あ
る

が
、
正
式
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

（ビ
ル
Ｙ

ロ

ー
エ
ル
・パ
ト
ナ
ム
と
一言
い
、
パ
ー
シ
バ
ル

の
甥
の
息
子
に
あ
た
り
、
１
９
９
２
年

に
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
で
松
本
に
来
た
折
に

お
嬢
さ
ん
や
丹
部
氏
と
と
も
に
能
登
半

島
を
訪
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
縁
も
あ
り
、
著
者
は
総

会
に
お
い
て
パ
ト
ナ
ム
氏
、
ア
ン
ツ
ェ

リ
ン
氏
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
お
二
人

の
後
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て

中
村
氏
の
業
績
を
改
め
て
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
こ
の
名
誉
会

員
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
年
総
会
に

お
い
て
投
票
総
数
の
９０
％
を
確
保
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
決
定
さ
れ
た
。
そ

の
直
後
に
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
方

が
、評
決
時
に
８９
％

（筆
者
の
計
算
）
で

落
選
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
２

０
１
２
年
、
同
じ
方
が
自
国
の
多
く
の

役
員
と
出
席
、
９０
％
を
７５
％
に
動
議
し
、

そ
の
案
が
可
決
さ
れ
、
結
果
と
し
て
名

誉
会
員
に
決
定
し
た
。
２
０
１
３
年
は

該
当
者
が
お
ら
ず
、
本
年
の
中
村
氏
の

推
薦
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

今
回
の
議
決
に
あ
た
り
、
議
長
が
賛

成
票
を
見
て
大
多
数
と
発
表
、
数
は
数

え
な
か
っ
た
が
満
場

一
致
と
筆
者
は
解

釈
し
て
い
る
。
日
本
人
で
は
斎
藤

一
男

氏
に
続
い
て
２
人
目
で
あ
る
が
、
貢
献

分
野
は
大
き
く
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

中
村
氏
は
『ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
多
く
の
業
績
が
あ
り
、
敢

え
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
国
内
外
の

評
価
は
す
で
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
氏
の
評
価
が
海
外
か
ら
の
逆
輸
入

で
あ
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
今
回

の
授
賞
も
含
め
て
、
国
と
か
組
織
に
無

関
係
に
、
そ
の
人
の
実
績
で
判
断
さ
れ

る
世
界
が
数
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
は

す
で
に
周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
多
く
の
、
特
に
若
い
人
の
発
展

を
望
み
た
い
し
、
そ
の
芽
も
出
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

（公
益
社
団
法
人

。日
本
山
岳
協
会
常
務

理
事
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
番
号
１
１
１
１
０
）

ビル・パトナム氏と筆者。中村氏が来年出版予定の本とともに
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